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日本臨床検査自動化学会第 40 回大会 
～臨床検査のイノベーション－フロンティア技術の応用～

桑 克 彦*

I．大 会 概 要 

 日本臨床検査自動化学会第 40 回大会が、当方

の大会長のもとで、平成 20 年 10 月 9～11 日にパ

シフィコ横浜の会議センター、ならびに 2008 日

本臨床検査自動化学会・日本臨床検査医学会共催

展示会が同展示ホールで開催された。本大会は、

臨床検査の自動化に関するメインイベントである。

 臨床検査の自動化は、先駆的な技術の応用の積

み重ねにより今日の興隆をみている。本学会の発

展の経緯も自動化の進歩に裏付けられている。大

会テーマの「臨床検査のイノベーション－フロン

ティア技術の応用」は、｢次代を担う臨床検査は、

自動化技術の進歩により成され、安心で安全な保

健・医療の発展を約束するもの｡」との大会長の

強い思いがこめられたものである。このテーマに

ふさわしい価値と興奮に満ちた内容が披露された。 

大会概要は、特別講演 1、シンポジウム 4 テー

マ 20 演題、一般演題 340 演題、機器・試薬セミ

ナー 2 テーマ 16 演題、ランチョンセミナー 20 テ

ーマ 21 演題、サテライトセミナー 7 テーマ、パ

ネルディスカッション 1 テーマ 4 演題、委員会技

術セミナー 4 テーマであった。学会登録者数も

2,384 名となり本会の最高記録となった。さらに、

展示会は 104 社のブースで昨年よりも広いスペー

スで繰り広げられ、参加登録者数は 8,315 名で本

会の最高記録となる盛況ぶりであった。とくに新

しい装置が多数に及び、装置部品メーカーからの

展示や中国からの展示など新しい内容が多く、参

加者にインパクトを与えた。海外からの参加者も

209 名と増え、本展示が国際的にも注目され始め

たことがうかがえる。 

II．トピックス 1 

 特別講演は、大阪大学大学院工学研究科教授の

民谷栄一先生による「ナノバイオテクノロジーと

POC 対応型バイオセンサー」である。21 世紀は、

ナノテクノロジーとバイオテクノロジーが融合し

たツールが、医療・環境・食品・電気エネルギ

ー・情報処理などに活用される新技術時代である。

これにマッチした先駆的で興味あるセンサーが各

種紹介された(表 1)。 

1．バイオチップ/バイオデバイスの設計

バイオチップ/バイオデバイスの設計は、ゲノ

ミクス(遺伝子)、プロテオミクス(タンパク)、セ

ルミクス(細胞)研究を展開するために、シリコン

などの半導体微細作製技術や精密重合高分子材料

などによりマイクロチャンバーアレイを作製し、

遺伝子複製、タンパク翻訳反応、生体膜アセンプ

リを超微量かつ超高密度に行えるバイオチップを

実現している。さらに、マイクロ流体デバイスを

用いて時間情報を空間情報としてチップ上に表現

できる遺伝子センシングや多層流チップによる細

胞分離への応用ができている。 
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表1 バイオチップおよびナノバイオテクノロジーによる生体機能分子の設計 

 1．アレイ型チップ 

 (1)シリコンなどの半導体微細作製技術や精密重合高分子材料などによりマイ 

    クロチャンバーアレイにしたもの。 

 (2)遺伝子複製、タンパク翻訳反応、生体膜アセンプリを超微量かつ超高密度 

    に行えるバイオチップを作製。 

 2．マイクロ流体デバイス 

    マイクロ流体デバイスを用いて時間情報を空間情報としてチップ上に表現 

    できる遺伝子センシングや多層流チップによる細胞分離への応用。 

 3．ナノバイオテクノロジー 

 (1)金ナノ粒子、カーボンナノチューブ、半導体量子ドットなどの人工ナノ材 

    料を用いて、遺伝子センサーやイムノセンサーを開発。 

 (2)半導体微細作製技術によりナノギャップ電極、ナノホール、ナノ周期構造 

    といったナノ構造体を作製。 

 

2．ナノバイオテクノロジーの展開 

 生体分子特有のナノ構造に基づくナノ機能を明

らかにし、応用を図るナノバイオテクノロジー研

究は、金ナノ粒子、カーボンナノチューブ、半導

体量子ドットなどの人工ナノ材料を用いた、新た

な遺伝子センサーやイムノセンサーに応用されて

いる。その他、半導体微細作製技術によりナノギ

ャップ電極、ナノホール、ナノ周期構造といった

ナノ構造体を作製し、これらの特性を利用したバ

イオテクノロジーへの展開が図られている。さら

に、原子間力顕微鏡、近接場顕微鏡、表面プラズ

モン光学系などナノ測定手法を積極的に用いて単

一 DNA 分子の直接イメージングなどへも展開し

ている。 

 このうち操作ステップを簡便化した「ラベルフ

リー」によるモニタリングシステムやカーボンナ

ノチューブを用いた FET デバイス、表面プラズ

モン共鳴アレイチップ、POCT 用 DEP チップ電

極など今後の臨床検査に有用なバイオセンサーの

パレードに大きな夢が膨らんだ。 

III．トピックス 2 

 シンポジウム III「特定健診検査データの解析

と保健指導」では、検査データの解析と保健指導

の具体例が示された。なかでも中川 徹先生(日立

健康管理センタ)の「はらすまダイエット」の実

践例は、「腹をスマートにダイエット」の意味が

あるが、示唆に富む内容であった(図 1)。90 日

間で 5%の体重減とし、そこから 1 日あたりの必

要減量体重とカロリー減目標を計算する。すなわ

ち例えば体重 80 kg の人の場合は、90 日間の減量

目標は、80.0 kg×0.05＝4.0 kg であり、1 日あたり

の必要減量体重は、4.0 kg×1,000 g÷90 日＝44.4 g 

となる。さらに 90 日間と 1 日あたりのカロリー

減目標を計算する。つまり体重 1 kg 減らすには

7,000 kcal が必要であるから、90 日間のカロリー

減目標は、4.0 kg×7,000 kcal＝28,000 kcal となる

から、1 日あたりのカロリー減目標は、28,000 kcal

÷90 日＝311 kcal となる。 

 具体的には、すでに準備してある 100 kcal カー

ドの主食編と間食編(賢者の食卓－はらすま 100 

kcal CARD：大塚製薬)を用いて、カロリー調整

をすることになる。そのためには体重計、万歩計、

記録用紙を三種の神器として、頑張らないで、で

も簡単にはあきらめないで行う。まさに明日から

スタートのモデルであった。 

 注：「はらすまダイエット」は、HALSMA Diet の

ことで、このうち HALSMA は Hitachi Associates Life 

Style Modification and Action の略。 

IV．トピックス 3 

 本大会始めての企画であるが、パネルディスカ

ッション「予防医学における臨床検査の今後の展

開－産学官協同による安心で安全な保健・医療へ 
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図 1 PDCA で考える“はらすまダイエット” 

 

の挑戦」は、まさに眼から鱗の内容で、参加者は

一同に興奮したパネルであった。森 淳一郎先生

(厚生労働省健康局生活習慣病対策室)、徳増有治

先生(経済産業省産業技術環境局大臣官房審議官

(産業技術担当))、家次 恒先生(日本臨床検査薬

協会会長)、堀場 厚先生(日本分析機器工業会会

長)がそれぞれに新しいビジョンを展開した。な

お、司会は大会長が担当した。すなわち高齢化社

会における成熟した医療の確保には、医療の適正

化と治療から予防へがこれからのポイントになる。

特定健康診査・保健指導は、ハイリスクへのアプ

ローチであり、そこには「健幸」という社会的価

値を創造し、健康な国民生活を約束する医療制度

への発展が必要になる。 

 科学的な根拠に基づく臨床検査が必須であり、

健康価値の可視化も含めてシステムバイオロジー

と定量化が重要である。これらの作業は、産学官

によるイノベーションによりなされ、さらに新し

い医工業複合産業の構築とそれに見合う対価をも

とに保健・医療における産業が活性化され、かつ

国際競争力がさらに磨かれる(図 2)。 

 このうち国際競争力をつけるための議論では、

日本のメーカーは、おそらく世界で一番水準の高

い日本の顧客の要求により、精度や安定性で最高 

 
図 2 医療における産学官イノベーションの必要性 

 

の製品を作り出す底力を持っている。しかし、許

認可が複雑であったり治験がやりにくかったりす

るなど、医療産業育成にはさまざまな障壁が存在

していること。また、現代の分析装置は、試薬や

分析ソフトとの一体化が進んでいる。にもかかわ

らず許認可が試薬と機器で別々の役所にまたがる

ため、認可が遅く商業ベースに乗りにくいこと。

日本のメーカーは、技術においては世界最高水準

にありながら、営業力では欧米はおろかアジア諸

国にも遅れをとっていることなどであった。 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


